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【抄録】 

地域包括ケアの推進が叫ばれる時代に地域においてなすべきことを下図に列挙した。

冒頭の話題として、サザエさん一家の 30 年後を想定し、住まいや家族とともに療養

者の生活を支えることの重要性を確認する。次に、医療提供にあたっては、治癒でき

ないとしたら症状緩和や生活の質がより大切な目標となること、予測される今後の臨

床経過、すなわち“軌道”を熟知しつつ伴走し続けることが適切な意思決定支援につ

ながることを強調する。さらに、地域において在宅医療と介護、そして病院医療を統

合することの意義を、多職種協働、顔の見える関係、ホスピストライアングルをキー

ワードに挙げて解説する。以上のような取り組みを地域で進めることが、病んでも最

期まで安心して暮らせる街づくりにつながるものと期待する。  
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